実践報告

１．対象学年

　　普通科１年生
２．実習にあたって

○　生徒の実態

中学校時代からインターネット上のWebページ閲覧はほとんどの生徒が経験している。　　　また、携帯電話利用を含むが、電子メール経験者もかなり多い。しかし、コンピュータネットワークの仕組みそのものやセキュリティーを意識した利用を心がけてきた生徒はそう多くはない。
○　実習環境、使用ソフト等

　　　　機械：デスクトップ型, Windows2000Professional, Office2002 Professional 
　　　　LAN：100Base-T, サーバはWindows2000Serverで、NTドメインを作成して利用

　　　　　　　使用に際し生徒は各自のﾕｰｻﾞｰｱｶｳﾝﾄとﾌｫﾙﾀﾞを持つ

　　　　ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ：県教育センター, ｹｰﾌﾞﾙTVﾈｯﾄ
　　　　電子ﾒｰﾙ：市販の電子ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰｿﾌﾄを使い、正式ﾒｰﾙｱｶﾝｳﾝﾄ１個を40人分に分けて使用

　　　　
３．実践内容

隣同士のコンピュータでファイルのやり取りや消去を実習させることから始めた。ついで、　LAN・インターネットのしくみをプレゼンテーション資料で理解させた。実感が湧くように、　コマンドを使った実習も取り入れた。さらにインターネット上のサービスであるWWWと電　子メールの仕組みを実習を伴いながら理解させた。また、コンピュータネットワークの利便性だけではなく、その恐さや犯罪についてビデオ教材も使いながら理解を深めさせた。
４．実践結果と考察

隣同士のコンピュータでファイルのやり取りや消去を実習させたが、隣のコンピュータの中のファイルが見て取れることに一様に驚いていたが、インターネット上のWebページ閲覧も基本的にはこれと同じことだと知ってLANが身近に感じ取れたようだ。ただ、TCP/IPやルーティング・DNS等の概念の説明では首をひねっている生徒も多く、後に行われた筆記試験の結果でもかんばしい成績を修める生徒はそう多くなかった。最後に視聴させたコンピュータを利用した犯罪についての警察庁監修ビデオは、なかなかインパクトが強く、その犯罪の恐さが身近に感じ取れたようだ。
５．今後の課題

コンピュータや携帯電話を使ったハイテク犯罪が大きな社会問題になっている今日、コンピュータネットワークの仕組みをしっかり理解しておくことが大事であるとの認識で授業を始めたが、TCP/IPなどは余り深入りする必要はなく、その代わりに、暗号化ソフト等の実習を交えた実感できる授業を心掛けた方が印象的だったかもしれない。
